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平成１１年度第２回幹事会報告

平成１１年７月８日

三菱京都病院

［報告・協議事項］

事務局（総務・会計）：（１）第７４回近畿地区

医学図書館協議会例会（４／２８和歌山県立医科

大学）に事務局長（小田中徹也）と会員の伊東

りつ子（和歌山労災病院）の両名が出席。（２）

第５回共同事業運営会議（５／０８聖路加）に小田

中徹也、首藤佳子、須井麻由美が出席。報告

書は当誌Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．１１９９９に既報。（３）Ｌｅｔｔ

ｕｒａモニター講習会（５／１３三菱京都）４名参加。

（４）第７０回日本医学図書館協会総会（５／２０－２１

福岡）に事務局長（小田中徹也）が出席。個人

会員制度、図書館員認定資格制度について質

問した。また、ＪＭＬＡでは退会会員が数館あり、

対応が話題となった。（５）会誌編集会議（５／２７

国立京都病院）（６）第９０回研修会（６／１７淀川キ

リスト教病院）、その後、研修部会議を開い

た。（７）ＴｏｎｙＭｃＳｅａｎ（ＢＭＡ）氏講演会（６／２３大

阪歯科大学天満橋病院）参加者４５名中、病図

協からは４名参加。（８）医学図書館員情報

サービス研究大会（６／２６－２７横浜）で、開発担

当幹事須井麻由美がＬｅｔｔｕｒａを紹介発表。な

お、当Ｌｅｔｔｕｒａが一部から、「商品」であるか

の誤解を受けたことは、反省材料として残っ

た。（９）新会員： 広島市立安佐市民病院（５／２０

付）（１０）会員異動：別掲。（１１）事務局会議

（７／０８三菱京都病院） 会員情報の管理を

協議し、総務で一括管理することになった。

研修部：第９０回研修会（事例研究報告会）は

参加者、３２名。新入会員へのサポートを整え

ておくことが課題となった。地域的な勉強会、

入会時での説明、協議会案内パンフレット

「栞」の作成、などでの対応を協議した。第

９１回研修会（８／２７－２８琵琶湖リゾートクラ

ブ）の企画が協議された。第１日目はＥＢＭ。

二日目のワークショップについては、テーマ

を決定できなかったので、研修部でさらに検

討し、準備することにした。

会誌編集部：第１９巻２号の発行予定、第１９巻

３号の編集経過について報告があった。発行

遅れについては、その原因を分析し、定期刊

行化を図ることが課題として挙げられた。

会員異動は、「図書館員の掲示板」で紹介す

ること。「文献紹介コーナー」への推薦文献

の提出協力。商品紹介の記事について、誤解

を避けるために開発発売元と利用者との区別

を明確にすること、なども協議した。会誌別

冊号「医学用語あれこれ（仮題）」は、会員

には無料配布。会員以外へは有料配布するこ

とにした。

統計調査部：年次統計調査の病院図書室研究

会との共同事業化について、一本化するには、

組織的基盤の違い、統計項目の多寡などで差

異が多い。そこで、共同事業ではなく協力事

業として、統計項目のうち共通項目について

は両会で調整し、様式を統一すること、統計

の各集計結果は相互に提供し合うことで合意

した。なお、実施は来年度以降に予定し、今

年度は従来どおりの内容と日程で作業を進め

ることにした。

目録編集部：現行所在目録の作成について、

７月中にデータ集計の依頼状を外注先のサン

メディアから発送。総合目録データベース

「Ｌｅｔｔｕｒａ」を会員以外から提供の申し出が

あった場合、個々には配布せず、団体間に限

り組織間で協議の上で対応することにした。

また、モニター期間終了後、細かな修正を加

えて、今秋以降から希望会員には実費で頒布

する予定にした。

［協議・決定事項］

（１）共同事業、特に「病院図書館員認定資格

制度」について： 基本的には、両会の共同

－１５８



事業 として実施することを承認した。検討班

から提案のあった独立した第三者機構につい

て は、経費および継続性で現実的な困難さが

予想されること。また第三者機構の権威につ

いて もその効果は疑わしいこと。したがって、

「実行委員会」形式を採り、教育カリキュラ

ムや システムなどを整備し、内実を採って実

績を積むことが望ましいとした。 また、具体

的なその実施方法や内容については、次回共

同事業運営会議での検討結果を見て、病図協

として判断し、協力していくことにした。

（２）協議会パンフレットの作成について：

新入会員向けの項目を追加すること。 Ｑ＆Ａな

どの親しみやすい内容。Ｂ５版を予定。今年年

内での発行を予定した。

１５９

病院図書室 Ｖｏｌ．１９ Ｎａ３，１９９９

（３）前田元也氏の事業協力者としての役割：

病図協の出版広報事業での協力を得ること

にした。その内容は、病図協ホームページ作

成、更新での補佐。会誌『病院図書室』編集

での支援。また、西淀病院での引継ぎ時に作

成された「図書室業務引継マニュアル」を一

般化し、病図協の事業としてインターネット

上でまず公開する。この件については前田氏

に協力を要請することにした。

（３）次回幹事会は、１０月２１日、国立京都病院

で開催することを予定した。

（文中、会員関係者については敬称略）
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